
万博の進捗とスケジュール

１

各国への参加招請活動

ドバイ博10/1～3/31

「TEAM EXPO 2025」プログラム、 未来社会ショーケース事業

企業・団体・自治体等の参加招請活動

2025年
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催
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９
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2024年2023年2022年2021年

「基本計画」に基づき、各国への参加招請活動と企業等への参加招請活動を展開し、参加と共創を促進するとともに、

各分野毎に詳細な計画を１～２年かけて作るフェーズへ入っていく。

2020年

テーマ事業計画・設計

催事計画

入場券販売実施計画

来場者サービス基本計画

情報通信システム整備計画

万博ICT-PF整備計画

リスク・危機管理計画 他

パピリオン等建築工事

入場券前売販売

来場者サービス実施計画 他

バス輸送計画

会場外駐車場等の設計整備・運営計画

水上アクセス等計画 他

■
８
月

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定

■
７
月

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
選
定
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

〇単独館
・パビリオンＡ ：50区画
・民間パビリオン： 9区画

〇日本館・自治体等

・日本館 ：1区画
・自治体等（大阪館含む）

：1区画

〇パビリオン等《協会》
・パビリオンＢ、Ｃ、
国際機関 ：42区画
・テーマ館 ： 8区画
・営業施設、催事施設、
迎賓館など ：45区画

〇会場内基盤・イン
フラ整備《協会》

・園路・通路
・電気、ガス、通信、給水、
汚水、排水、消火、冷水
供給 ほか

〇港湾局土地造成工事

・埋立・盛土 ：30ha

〇環境影響評価《協会》

大
阪
・
関
西
万
博
開
催

※上記は想定スケジュールです。

整備内容等

工事

単独館土地引渡
（4月予定）

《国・府・市等》
（日本館）

（自治体等）

２

ド
バ
イ
万
博

登録申請書提出
ドバイ博
10/1～3/31

圧密期間埋立・盛土工事

設計・工事

工事

工事

《大阪市》

《参加国・民間》

登録承認

年度

4/13～10/13

設計・工事

方法書・準備書・評価書 事後調査等実施行政協議

設計
確認
申請等

確認
申請等

設計

設計

今後のスケジュール① ～会場整備スケジュール～



2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期 上期 下期 上期 下期

各国への参加招請

パビリオン出展

テーマ館

未来社会ショー
ケース事業
（実証PJ）
に関係する

項目

＊右記（）内は
実証PJの分野想定

①会場整備
（会場設計、環境・エネルギー関連 等）

②運営
（会場内エンタメ、来場者サービス関連 等）

③情報通信
（情報通信・データ関連 等）

④来場者輸送
（外周トラム、小型モビリティ、空飛ぶクルマ）

会場警備・危機管理

機運盛り上げ

行催事

協会行催事への協賛

自主催事参加

営業参加

工事

来場者輸送詳細計画・運行計画策定

来場者輸送基本計画策定

リスク・危機管理方針 リスク・危機管理計画

「TEAM EXPO 2025」プログラム、 教育プログラム他

基本計画策定
基本設計・実施設計 建築工事

公募

春頃 テーマ館最終案公表夏頃 協賛勧奨開始 / テーマ館中間案公表

7月
建築工事完了

展示
工事

催事編成
管理計画 製作

工事

今後のスケジュール② ～各国・企業参画促進、未来社会ショーケース事業具体化 他～

公募

参加勧奨 公募・参加選定

基本計画策定

ベストプラクティス
の選定

ドバイ万博

※上記は想定スケジュールです。

催事基本方針策定

大型催事協賛勧奨

入場券前売販売開始

各国への参加招請活動・途上国支援メニュー策定 他 4月
土地引渡し

会場内基盤・インフラ整備
基本設計策定

会場内基盤・インフラ整備
詳細設計策定

会場内基盤・インフラ整備
工事

来場者サービス基本計画（全体／サービス分野別）策定
来場者

サービス実施
計画策定

ICT基本計画策定
情報通信システム整備計画策定

企
業
向
け
基
本
計
画
説
明
会

各種システム整備・運用

万博ICTーPF整備計画策定 万博ICTーPF整備
企
業
参
加
説
明
会

万博ICTーPF運用

大
阪
・
関
西
万
博危機管理体制・システムの検討・構築

教育研修・総合演習

３



４

 「Society 5.0実現型会場」の実現に向けて、幅広い参加を呼びかけながら、
イノベーティブなアイデアを会場で実装していくための取組を展開する。

 具体的には、2025年より先の未来社会を感じさせる未来技術の実証と、2025年の万博会場にふさわしい
先端技術の実装の二つのレイヤーを念頭に会場整備・運営、展示・催事等を展開するための事業を実施。

 事業の実施にあたっては、大阪・関西万博の事業費に加え、政府等の支援、民間企業の協賛等の
協力を得て行う。

未来社会ショーケース事業の概要

会場整備・運営・展示・催事

2025年より先の未来を感じさせる次世代技術と社会システムの「実証」

2025年の万博にふさわしい先端技術と社会システムの「実装」

アイデア

募集

イノベーティブ

なアイデアを

会場で実装

企業等の

自己負担で導入

政府等の支援を

得て導入

万博の事業費

で導入

電子入場券アバター 5G 自動翻訳
人と共存する
ロボット

MaaS
カーボン

ニュートラル
水素エネル
ギー技術

空飛ぶクルマ
ICT-PFを

活用したアプリ ･･･

･･･


